
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RFM認証 Quick Reference 
 

責任ある漁業管理（RFM）認証プログラムは、天然の水産資源を漁獲する漁業を対象とする第三者認証プログラムです。 

国連食糧農業機関の「責任ある漁業のための行動規範」に準拠して策定され、2016 年にグローバル・サステイナブル・   

シーフード・イニシアチブ（GSSI）から世界で初めて認定を受けた世界基準の認証プログラムです。 

 

RFM認証プログラムは、信頼性が高く、認証取得後の運用コストを抑えることの 

できる、認証プログラムの新たな選択肢です。 

⚫ 消費者に持続可能な認証水産物の産地を伝えたい 

⚫ 持続可能な認証水産物を調達していることを示す必要がある 

⚫ サプライチェーン各社や消費者が負担するコストを抑制したい 

こうした様々な課題を解決するのが RFM認証プログラムです。 

 

RFM 認証は、水産物の大事なアイデンティティである産地名をエコラベル上に    

示します。アラスカの RFM 認証水産物には日本語のエコラベル各種をご使用    

いただけます。 

 

RFM認証プログラムは、二つの基準により構成されています。 

1. 責任ある漁業管理のもとで漁業が行われていることを検証するための「漁業基準」 

2. サプライチェーンのトレーサビリティを検証するための「CoC基準」 

漁業認証は、独立性の高い条件のもと、対象漁業が一連の漁業基準を満たしているかどうかについて厳しく審査が行われ 

ます。認証は五年間有効ですが、毎年監査が実施されます。CoC 認証は、サプライチェーン上の事業者を対象に審査が   

行われます。認証は 3年間有効ですが、12か月～18か月毎に監査が実施されます。 

 

RFM 認証はエコラベルの使用に対し使用料を徴収いたしません。RFM のエコラベルは、CoC 認証を取得した事業者が、 

対象の水産物が持続可能な認証水産物であることその原産地を明確に示すためのもので、使用料を徴収するための道具

ではありません。持続可能でトレーサブルな認証水産物を、あらゆる人にとってもっと入手しやすいものにすること。それが

RFM認証プログラムの目指すゴールです。 

 

持続可能な認証水産物を消費者に提供することを求められる市場の末端ユーザーにとっても、そのサプライヤーである事業

者にとっても、責任ある漁業管理のもとで漁獲された水産物を「持続可能な認証水産物」と明確に示すことの重要性は年々 

高まりつづけています。 
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RFM認証プログラムの特長 

 

トレーサビリティと責任ある水産物調達の実践。 

RFMの CoC認証取得事業者から認証水産物を調達することによってこの二つのことが保証されます。 

 

●      国連FAOの責任ある漁業のための行動規範に準拠 ●     健全なガバナンス体制

●      エコラベル使用料がゼロ ●     ステークホルダーの参加

●      エコラベル上に産地の表示が可能 ●     CoC認証によりトレーサビリティを確保

●     透明性が高く協調的な評価プロセス

●     世界初のGSSI認定プログラム
●      公平性を確保できる第三者認証プログラム


